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強制水泳試験に おける Apigeninの抗 うつ 効果
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【目的 】蘇 葉中活性 成分 の 探 索 として 演者 らは こ れま で に そ の 主要成分 の
一

つ で あ る

rosmarinic 　 acid 及び蘇葉熱水抽出エ キ ス 投与後の ラ ッ トまたは ヒ トの 代謝物に つ い て

報告 して きた，その 結果 ，
エ キ ス を ヒ トに投与 した尿 及び血液中か ら apigenin がグル

ク ロ ン 酸抱合体の 形 で検出 され た ．こ の こ とか ら，
apigenin が蘇葉の 活性 に関与 して い

ると思われ た ，そ こ で 今回，apigenin の 抗 うつ 作用に つ い て 強制水泳試験 （FST） を用

い 検討 を行 っ た．

【方法】 1）実験動物 ： ddY系マ ウス 26〜30g を使用 した ．2）FST ： Apigenin （6．25〜50

mg ／kg）を O．　1％ Tween　80 に懸濁 させ マ ウス に 腹腔 内投与 1時間後 ，
　 Porsolt らの 方法に

準 じて 行い ，無動の 累計時間を測定 した．3）脳 内モ ノア ミン の測定 ： Vehicle または

apigenin 腹腔 内投与 1 時間後 に 40 分間の 強制水泳 を行 な っ た後 ， 断頭 し，脳 を摘 出 し

た．そ の 脳 を小脳 ，海馬，線条体，扁桃体，大脳皮質，視床，視床下部，及 び中脳 の 8

部位 に 分画 した ．分画 した各脳 に 0．1M 過塩素酸 ，0．1M　EDTA ，及び 100　 ng ／ml の

isoprotereno1 （内標準物質）を加 え ， ホ モ ジ ナ イ ズ し ， 遠心分離後得 られ た上澄み液

をろ過 した ．その 試料中の DA
，
　 DOPAC

，
　 HVA

，
5−HT

，
5−HIAA 含量を電気化学検出器 を備

えた HPLC で測 定 した．

【結果 】Apigenin を投与した マ ウス を vehicle 投与群 と比 較する とき無動時間が減少

する傾向がみ られ た ．と りわ け 25mg ／kg の 投与量で そ の 効果は有意に減少 した． 次に

vehicle 投与 ，
　 vehicle 投与 ＋ 40分間 の 水泳 ス トレ ス 付加 ， 及び apigenin （25mg／kg）投

与 ＋ 40 分間の水 泳ス トレ ス 付加 の 3 群間の 脳 内モ ノ ア ミ ン の 代謝回転 を比較 した．水

泳ス トレ ス をか けた マ ウス の 線条体及び扁桃体の DA 代謝回転は減少 し，視床及 び視床

下部の DA 代謝回転は増加 した．また 5−HT 代謝回転は扁桃体，視床下部及び 中脳で減少

した ．Apigenin 投与群は水泳ス ト レ ス に よ っ て 引き起こ され る扁桃体及び視床下部にお

ける DA代謝回転の 変化を抑制 した．

【考察】蘇葉は 半夏厚朴湯や香蘇散な どに配合 され ， そ して それ らの 処方 は 主に精神 系

の 疾患 に用 い られ る ．今回 ， apigenin が行 動学的 うつ モ デル に おい て 活性 を示 し，また

水泳ス トレ ス で 誘発 する扁桃体及び 視床下部の DA 代謝回転の 変化 を抑制 した こ とか ら，

蘇葉中の活性成分の
一

つ で あ る と考え られ る．
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